
　基本計画で検討を進める施設及び機能

Ⅰ　（仮称）生涯学習センター

基本構想　※基本方針を具現化する手立てのイメージ 生涯学習センター建設検討委員会（答申） 部門 検討を進める機能

・子どもや高齢者、地域の人同士、来町者など様々な人々が集い交流できる機能 ・文化ホール部門（500人程度、災害時には避難住民が寝泊まりできる 文化ホール

・ホールや会議室など町民が集い、憩う空間が複合化した交流拠点 場所） 公民館（学習）

・高齢者が集うサロンや子育てを支援する相談、遊戯スペースで、高齢者や子どもの交流が生まれる機能・空間 ・公民館（学習）部門（専門的な学習が可能なスペースを設ける） 共用部分

・ハード、ソフト面の両方でのサポート体制の充実（子育て・高齢者を支える環境整備） ・共用部門（ロビーコンサートや展示会が行える機能） 子育て支援施設

・つながりをつくるコミュニティ機能向上の支援充実 ・子育て支援部門（室内の遊び場を設置し、地元木材のおもちゃや 図書館

・老朽化した中央公民館の機能更新し、利便性の向上を図る公民館機能 各種遊具を備える、「すくすく学級」での利用、一時預かり保育の機能）

・室内環境・音響設備の充実 ・図書館部門（図書館機能の移転）

・子育て世代と高齢者など世代間の交流が生まれる仕組みと空間

・各地区の公民館などと役割、機能の分担

・ホールなどを避難場所として活用 ・防災部門（災害時の避難場所） 避難所

備蓄庫

・子どもや高齢者、地域の人同士、来町者など様々な人々が集い交流できる機能 ・社会福祉施設部門（町内会活動、ボランティア活動、NPO活動の拠点） 社会福祉協議会

・子育て世代と高齢者など世代間の交流が生まれる仕組みと空間 別海連合町内会

・高齢者が集うサロンや子育てを支援する相談、遊戯スペースで、高齢者や子どもの交流が生まれる機能・空間 ボランティアセンター

・ハード、ソフト面の両方でのサポート体制の充実。（子育て・高齢者を支える環境整備） 別海町児童デイサービスセンター

高齢者いきいきサロン

・地元でとれる農水産品が購入でき、地域住民の買い物を支え、観光客も立ち寄る機能 ・観光案内部門（道の駅的な機能） 物産館、カフェスペース等

・新たな雇用がうまれるチャレンジオフィス、チャレンジショップ機能 観光案内所

・高齢者のビジネスチャンスの創出、シルバー人材の活用 チャレンジショップ

その他 教育支援センターふれあいルーム

※　複合化に関する事項

・様々な機能が複合化することで、人と出会える機会を増やし、支え合うつながりを構築する機能 ・コスト面や立地面積のみならず、複合施設になることによって生じる

・年間を通じて集まりやすい多目的利用のできる場所 メリットとデメリットを十分精査し、関係機関とも十分協議した上で、下記

・コンパクトな市街地形成につながる拠点空間 の施設部門を複合施設として学習センターに組み込んでいくことを検討

すべき（下記施設部門：図書館部門、社会福祉施設部門、観光案内部門）

Ⅱ　防災食育センター

基本構想　※基本方針を具現化する手立てのイメージ 部門 検討を進める機能

・地元ならではの調理方法を教えてもらえる仕組み 給食センター

・地元食材を活用した食育を通じた地産地消の推進 食育

・災害時の食料供給のための炊き出し拠点。また、それに必要な物資の備蓄ができる施設や倉庫などの防災拠点機能 炊き出し等

・備蓄物を定期的に更新し、活用する仕組みづくり 備蓄庫
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「道の駅」

的な機能


